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取扱説明書 

お買い上げいただきありびとラございます。 


電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身事 
故になることびあります。 

この取扱説明書には事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扳い方を示して 
います。 この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いください。お読み 
になったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。 


A 警告 


r 安をのために J のま意事頃は裏面をご覧ください。 
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CD プレーヤー(表面) 


ェクスターナル/〇ツテ U — 



* ボタンに凸点び付いています。操作の目印としてお使いください。 


CD プレーヤー(ふたの中) 



リモコン 


回表示窓 I 


固■(停止） 


ポリユーム 

画 VOL +/- 


前 


圆团 ジョグレバー 
(►11 (演奏/—時停止） • 

エンター 

ENT ( enter ) • !◄◄/►» 

サーチ 

( AMS / search )) 




片 


回 




岡クリップ 


ホールド 

固 HOLD — 

デイスフレイ 

圆 DISPLAY . 




リモコン表示窓 
ディスク表示 


.回 SOUND 

フレイモード 

.画 P MODE / C ; 


CD-TEXT 



付属のリモコンでは、他の CD プレーヤーを操作できないことびあります。 


リモコンのクリツプの使いかた 

U モコンのク U ップははずして向さを変えることびでさます。 


はずすには 



左ち反対に取り付けるには 



クリップに U モコンのコードを通すことをでをます。 


電源 

コンセントへ 





曰 

電源コンセントへ 



へッドホン使巧上のご注意 


A 警告 1 

本機に付属のヘッドホンは、迫力ある重低音を 
再生するために密閉構造となっています。 
交通安全のために、運輯中は使巧しないでくだ 
さい。 

•自動車やバイク、自転車などの運転中は、 

へッドホンを絶対に使用しないでください。 
•運転中 U (がでを、踏切や駅のホーム、車の通 
る道、工事現場など周囲の音び聞こえないと 
危険な場所では使用しないでください。 

付属のヘッドホンを装着中、ヘッドホンコード 
び服などに擦れて音びすることびありますび、 
故障ではありません。 

V _ J 



電源 

巧電式電池でほラ（回、旧） 

初めてお使いになると去は、充電式電池を充電 
して < ださい。 

使用できる巧電式電池 

• NH -10 WM (付属） 

• NH -14 WM (別売） 

1 本体のふたを開け、中の電池ぶたを開ける。 

2 巧電式電池を電地入れの®の表示に合わせて 
入れ、「カチッ J と音がずるまでふたを閉め 
る。 

3 AC パワーアダプターを付属の巧電スタンド 
につなぞ、▼と▲を合わせて本体を充電スタ 
ンドに置く。 

充電が始まります。 U モコンの表示窓では 
の中の部分び流れるよラに動さます。 
本体の CHARGE ランプび点なしまず。 
リモコンの表示と CHARGE ランプび消えた 
ら充電終了です。 


•充電中にジョグレバーを巧すと、充電は止ま 
り、演奏び始まります。 

•演奏中に本体を充電スタンドに置くと、演奏び 
止まり、巧電び始まります。 

•充電スタンドに置くときは、本体の▼と充電ス 
タンドの▲を合わせて正しく置さ 、 CHARGE 
ランプび点口するのを確認してください。正し 
く置いていないと充電または再生びできませ 
ん /。 


巧電式電池を取り出ずには 

充電式電池の©側を巧して取りがしてくださ 
し、。 



巧電池で巧う（囚） 

AC パワーアダプターをはずしてから、外付け乾 
電池ケースをつなぎます。 


巧電スタンドを使わずに巧電ずるには 

本体の EXT BATT/DC IN 4.5 V ジャックに直接 
AC パワーアダプターをつないで充電することち 
でさます。そのとさは、 AC パワーアダプターを 
つないだ状態で、 ■/ CHARGE ボタンを巧して 
ください。充電び始まります。 

• 充電スタンドで充電すると去は外付け乾電池 
ケースをはずしてください。 

•充電中は、本体や充電式電池び熱<なりまず 
び、危険はありません。 


使用でをる乾電池 

単3型 ( LR 目)アルカ U 乾電池 

1 給のよラに PUSH ボタンの下の線を合わせて 
から、 PUSH ボタンを巧して乾電池ケースを 
引を出す。 

2 単3型 ( LR 6) アルカリ乾電池2本を乾電池ケー 
スの ©の表示に合ね。ち尹 入れる。 乾電池ケー 
スを巧し込んで、 LOCK を矢印方向へ回す。 

3 夕1■巧け乾電池ケースを本体につなぐ。 


電池の持続時間* 

(水平に置さ、振動のない状態で演奏した場合) 
演奏時間は使巧状況により異なります。 


G-PROTECTION 
設定「1」 設定巧」 

NH -10 WM 2 本 
(約別ミ間充電**) 

約33時間 

約3別寺間 

外付け乾電池ケース 
(アルカ U 乾電池2本***) 

約69時間 

約74時間 

NH -10 WM 2 本+ 

外付け乾電池ケース 
(アルカ U 乾電池2本***) 

約104時間 

約110時間 


* 電子情報技術産業協会 ( J 曰 TA ) の測定方法に基づ 
いています。 

* * 充電時間は充電式電池の使用状態により異なり 
ます。 

* * * 日本製ソニーアルカ U 乾電池 LR 6 (SG に測 

電池交換のめやず 

電池び消耗すると、なのよラに表示び変わりま 
す。 

亡つ]表示び点滅したら2本とも新しい電池と交 
換して < ださい。 

4^^ —► ^ —*■ 

こ亡3こ —► Lo batt * 

*1 ■ピー」といラ音びします。 

の中の部分は殘量のめやすを表わしてい 
1つび 4 分の 1 をおしているわけではあり 
ません。 

•動作状況により、の中の部分び増減し 
ます。 

充電式電池交換のめやず 

充電後、常温で使える時間の半分くらいで電池 
がなくなってしまラときは、新しい充電式電池 
と交換して < ださい。 

充電式電池について 

•充電式電池を長持ちさせるために、充電式電池は 
消耗しきってから巧電してください。 

• 初めて充電するときや長期間使用しなかった場 
合は、充電してち通常の持続時間より短いこと 
びあります。何回か充電放電をすると通常の状 
態に戻ります。 

乾電池で使ラときは 

•電池び消耗しをった日、すべて新しいものに交 
撰してください。 

AC パワーアダプターでほう（白） 

1 AC パワーアダプターをコンセントにつなぐ。 

CD を聞< 

CD を入れる 

1 リモコン付きへッドホンを打(へッドホン） 
ジャックへつなぐ(且)。 

2 OPEN つまみをスライドさせてふたを開け 
る の)。 

3 CD を入れ、ふたをしめる（已)。 

4 ジョグレバーを巧ず。 

イヤーピースの正しい装着方法 

イヤーピースび耳にフィットしていないと、低音び 
聞こえないことびあります。より良い音質を楽しん 
でいただ<ためにはイヤーピースをぴったりとちに 
装着させるよラにしてください。 

お買い上げ時には、 M サイズび装着されています。 
サイズび耳に合わないと感じたとさは、付属の L ヴ 
イズや S サイズに交換してください。 



•本機は、 CD - DA フォーマット (Compact 
Disc Digital Audio の略)で記録された CD-R 
(レコーダプル)および CD - RW ( U ライタプル） 
ディスクを再生することびでさまず。ただし、 
ディスクや記録に使巧したレコーダーの状態に 
よっては再生でをない場合びあります。 

•本製品は、コンパクトディスクに D ) 規格に準 
拠した音楽ディスクの再生を前提として、設計 
されています。最近、いくつかのレコードを社 
より善作権保護を目的とした技術び搭載された 
音楽ディスクび販売されていますび、これらの 
中には CD 規格に準拠していないをのもあり、 

本製品で再生でをない場をびあります。 


まな操作 


ポタン/スイッチ 

機能/操作 

圓ジョグレバー 
►II (演奏/一時停止） 

演奏を始めるとさに巧す。 
一時停止するにはちラー度 
巧す。1巧目から演奏するに 
は、停止中に演奏び始まるま 
で巧す。 

团ジョグレバー 

1 

( AMS*V ヴーチ） 

今聞いている巧の頭出しを 
するには! ◄◄ 方向へ、次の 
曲の頭出しをするには 
方向へ一度動かす。前の曲、 

さらに前の巧の頭出しをす 
るには、！◄◄方向へ、さらに 
先の巧の頭出しをするには 
►W 方向へ繰り返し動か 
す。早戻しするには！◄◄ち向 
へ、早送りするにはち 
向へ動かしたままにする。 

固 HOLD 

本体または U モコンの操作 
ボタンび誤って巧されるの 
を防ぐ。本体の hold は本 
体のボタンのみに、 U モコン 
の HOLD は IJ モコンのボタ 
ンのみに働く。 

HOLD 機能び働いていると 
さに本体のボタンを巧すと、 
CHARGE ランフが点滅す 
る。ホールド機能を解除する 
には HOLD を矢印と反巧の 
ち向にスライドさせる。 

圃 ■ (停止)/ CHARGE 演奏を止めるときに巧す。 
(■) 

晒 V 0 L +/- 

音量を調節ずるとさに巧す 
( U モコンではつまみを回 
す)。 

圆 AVLS " 

音量の上げずざによる音ち 
れ、ちへの圧迫感、周囲の音 
び聞こえないことによるを 
陵などを少な<するために 
は、 「 LIMIT 」 にをわせる。 

画 G-PROTECTION 

音飛びを減らす。に」に 
合わせるとさらに音飛びに 
強くなります。 

圆 DISPLAY 

一度巧すと巧番となの残り 
時間、をラー度巧すと残りの 
巧数と CD の残り時間 び表 
示される。 

CD-TEXT (文字情報)の 
入った、 CD の再生中は、一 
度巧すと曲まと曲名、アー 
ティスト名、もラー度巧すと 
残0の曲数* 4 とアルバム名、 
アーティスト名び表示され 

る。巧 

画 SOUND 

低音を強調したいとさに繰 
り返し巧して rSOUNDI 」 
または rS 0 UND 2」 を選ぶ。 
に 0 UND 2」 のほうがより 
低音び強調されます。+5 

画 P M 0 DE / C 5： 

(演奏モード/繰り返し） 

表示窓を見なびら繰り返し 
巧して好さな演奏モードを 
選ぶ。 

表示なし：通常の演奏 
「1」：1曲演奏 
rSHUFJ : シャッフル演奏 
僅曲慣不同） 

1 ^]: プックマークトラッ 
ク演奏 

「 PGM 」： プ□グラム演奏 
お好きな演奏モードで繰り 
返し聞くには、「み」び表示 
されるまで P M 0 DE / C 占を 
押し続ける。 


*1 AMS = Automatic Music Sensor 
*2 AVLS = Automatic Volume Limiter System 

が次のよラな場合、音び飛ぶことびあります。 

-強い衝撃び連続的にちえられた場合、 

—傷や汚れのある CD を聞いているとさ、 

- CD - R に D - RW では、ディスクの質びよくな 
かったり、記録に使用したレコーダーの状態に 
問題がある場合。 

* 4 1曲演奏、シャッフル演奏、ブックマークトラック 
演奏、プ n グラム演奏をしているときは表示され 
ません。 

*5 音びひずむとさは、音量を下げてください。 

>6英数字のみ表示でをます。日本語は表示されませ 
ん。 

CD を取 D 出す 

中わの黒い部分を押さえなびら、端の方からつ 
まみあげます。（旧). 

操作の確認音を止める 

へッドホンから聞こえる操作確認のための 
「ピッ」という音を鳴らないようにします。 

1 電源 ( AC パヮーアダプター、巧電式電池、乾 
電池)をはずず。 

2 ■/ CHARGE ボタン（リモコンは ■ 

ボタン)を巧しなびら電源をつなぐ。 

再び確認音が鳴るよラにずる 

電源をはずし、 ■/ CHARGE ボタン（リモコンは 
■ボタン)を巧さずに電源をつなざます。 


表示窓の照明を消す 

充電式電池、乾電池の消耗を防ぐために U モコ 
ンの表示窓の照明を消すことびでさます。 

1 充電式電池または乾電地を取り出ず。 

2 P MODE / C 占ボタンを巧しなびら、電地を入 
れる。 

再び照明させる 

電池を取り出し、 P MODE / C 5： ボタンを巧さずに 
電池を入れます。 

表お窓の照明について 

• AC パワーアダプターでお使いの場合、作動中 
は常に表示窓び照明されます。 

•電池でお使いの場合、本体または U モコンの操 
作ボタンを押した後、約日秒間表示窓び照明さ 
れます。 


ブックマ—クを付けて聞ぐ 
(ブックマークトラック演養） 

聞さたい曲を1枚の CD につさ最大99曲まで選ん 
で登録して聞けます。 

CD 1日枚までの登録びできまず。 

ブックマークを付ける 

1 ブックマークを付けたい曲の演奏中に、 
(プックマーク)」が点減ずるまでジョグレ 
バーを巧す。 

登録されると 「少」 の点滅びゆっくりになりま 
す。 

2 手順1を繰り返して好さな曲を登録する。 

ブックマークを付けた巧を聞く 

1 r / j が点滅するまで P MODE / C 占ボタンを 
繰り返し巧す。 

2 ジョグレバーを巧ず。 

び点灯してブックマークを付けた曲の演 
奏び始まりまず。 

ブックマークを 消ず 

ブックマークを付けた曲の演奏中に、「^」び消 
えるまでジョグレバーを巧します。 

ブックマークの付いている曲を確認ず 
る 

ブックマークの付いている曲の演奏中は、「^」 
びゆっ < り点滅しています。 

•ブックマークトラック演奏では、ブックマーク 
を付けた順番には関係なく、曲番のかないほラ 
から演奏されます。 

• 11枚 U (上の CD にプックマークを付けよラとす 
ると、すでにプックマークの付いている1日枚 
の CD のうちで最初に再生した CD のブック 
マークから消えてい去ます。 

•電源をすべてはずすと、登録されていたすベて 
のプックマークび消无ます。 

• 「1_〇 batt 」 び表示されている充電式電池を充電 
しないまま使っていると、登録されていたすベ 
てのプックマークび消えます。 


巧をな順に巧を選んで聞< 

(プログラム演奏） 

聞をたい曲を好さな順に最大64曲まで選んで聞 
けます。 

1 演養中に 「 PGM 」 が表示されるまで 
P MODE / 毎ボタンを繰り返し巧す。 

2ジョグレパーを方向または W ィ方向へ動 
かして巧を選ぶ。 

3 ジョグレバーを巧して曲をミ夫定ずる。 

演奏順びひとつ増え、 r 日日0」び表示されま 
す。 

4 手順2、3を繰り返して好きな順に曲を選 
ぶ。 

5 ジョグレバーを演賽が始まるまで巧し続け 
る。 


選んだ巧順を確認ずる 

ffl を選んでいるとき： 

手順日の操作の前にジョグレノ く一を繰り返し巧し 
ます。 

プログラム演奏中： 

「 PGM 」 び点滅するまで P M 0 DE / C 占ボタンを繰 
り返し押します。 「 PGM 」 び点滅した日ジョグレ 
バーを繰り返し押します。 

ジョグレノ く一を巧ずたびに、演奏順に曲番び表 
示されます。 

•手順3で目4曲を選び終わると、「日日日」ではなく 
最初に登録した曲蚕び表示されます。 

•65 曲じ(上選ぶと、最初に選んだ曲から消えて 
しまいます。 


ステレオ機器につなぐ 

他のステレオ機器で CD を聞いたり、テープや S 
ニディスクに録音でをます。詳しくは、接続す 
る機器の取扱説明書をご覧ください。 

接続する機器の電源を必ず切ってから接続して 
ください。 



ポータブル S ニディ 
スクレコーダーや 
DAT デッキなど 


ステレオシステム、 
カセツトデッキ、 
ラジオカセット 
レコーダー など 


• CD を聞く前に、つないだ機器の音量を下げて 
<ださい。思わ说大音量び出て、スピーカーび 
破損するおそれびあります。 

•録音するとをは、 AC パワーアダプターをお使 
いください。巧電式電池や乾電池を使ラと録音 
途中で電池び消耗しきってしまラことびありま 
す。 

• 音びひずまないよラに、つないだ機器側で音量 
を調節して < ださい。 

接続コードをお使いの場合 

LINE OUT ( OP ^ nCAL ) ジャックにつないで音 

びひずむとさは、0ジャックにつないでくださ 

し、。 

光デジタルケーブルをお使いの場合 

ミニディスク、 DAT などへの録音は、本磯を一 

時停止にしてから録音操作を行ってください。 

ケーブル使用時の G-PROTECTION 
機能と SOUND 機能について 

• CD 本来の高音質で録音したいとさには、 G - 
PR 0 TECTI 0 N スイッチを「1」に合わせてくだ 
さい。 

• SOUND 機能は打ジャックからの出力には働さ 
まずび 、 LINE OUT ( OPT に AL ) からの出力 
には働定ません。 


あなたび録音したをのは、個人として楽しむ 
などのほかは、菁作権上、権利者に無断で使 
用でをません。 





































































































































A 警告 I 安をのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。 
しかし、電気製品はすべて、まちびった使いかたをす 
ると、火災や感電などにより人身事故になることびあ 
り危険です。事故を防ぐた奴にミ主意事項を必ずお守0 
ください。 



安全のためのま意事頂を守る 


下記のを意事項をお読みください。製品全般のを意事 
項び記載されています。 


定期的に点検する 


1年に一凰ま、 AC パワーアダプターのプラグ部とコン 
セントとの間にほこりびたまっていないか、故障した 
まま使用していないか、などを点検してください。 


故障した日使わない 


動作びおかしくなった0、 AC パワーアダプターなど 
び破損しているのに気づいた5、すぐにお買い上げ店 
またはソニーサービス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起きた5 


変な音-におい 
がした5、煙が 
出た5、液漏れ 
した6 




1電源を切る。 

2 AC パワーアダプターを 
コンセントか5巧く。 

3お客様ご相談センター 
またはお買い上げ店、 
ソニー サービス 窓□に 
修理を依頼ずる。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、な 
のよつな表のをしています。表 
示の内容をよく理解してから本 
夕をお読みください。 


危哟 

この表示の注意事項を守らない 
と、火災■感電-破裂などによ 
り死亡や大けびなどの人身事故 
び生じます。 


この表示の注意事項を守らない 
と、火が-感電などにより死亡 
や大けびなど人身事故の原因と 
なります。 

IA 注意 I 

この表示の注意事項を守らない 
と、感電やその他のま故により 
けびをしたり周辺の家財に損善 
をちえたりすることびありま 
す。 


ま意を促ず記号 

A A\ 

火が おち 


行為を禁止ずる記号 

Q ® 

禁止 分お禁止 

接触禁止 めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 

〇 

指示 


A 警告 

A A 下記の注意を守 5 なし、と义災 • 感電、 

^ 警 または大の原因となりまず。 



運転、歩行中の使用について 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなび5へッドホンやイヤホ 
ンなどを使用したり、細かい操作をしたり、表示画面を見ない 
でください。交通事故の原因にな0ます。 

• 運転中政外でわ、踏切や駅のホーム、車の通る道、工事現場など 
周囲の音び聞こえないと危険な場所では使巧しないでください。 

• 車の中でお聞きになるときは、運転の巧げにな5ない安全な場 
所にしっかりと固定してください。 

•歩さなび5使用するとをわ、事故を防ぐた奴、周回の交通や路 
面状況に充分にごま意ください。 



内部に水や異物を入れない。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異 
物び入ったとさは、すぐにスイッチを切り、電源を抜を、お買 
い上げ店またはソニーサービス窓□にご相談ください。 


国内専用機は海がで使用しない。指定(夕+の AC パワー 
アダプター、カーバッテリーコードを使わない。 

• 国内専用機器 （= ワールドモデル政が）に付属の AC パワーアダ 
プターは、日本国内専用です。交流10 0V でお使いください。 
海がなどで、異なる電源電圧で使用すると、火災•感電の原因 
となります。 

•破裂•液漏れや、過熱などによ0、火災、けびや周囲のミち損の 
原因にな0ます。 





下記のミ主意を守5ないと It 方1 をしたり 
周辺の i ミ財 に損害を与えることびあり a 



A 注意 

巧。 


大音量で長時間つづけて聞をずぎない。 

• ちを刺激するよラな大きな音で長時間聞くと、聴力に悪い影響 
をちえることがあります。とくにへッドホンで聞くときにごま 
意 < ださい。 

• へッドホンの音量を上げすぎると音びがにもれます。まわりの 
人に迷惑にな5ないように気をつけてください。 

0 

はじめか6ボリュームを上げずぎない。 

突然大きな音び出て、耳をいためることびあります。ボリュー 
ムは徐々に上げましょラ。とくに、 MD、CD や DAT など、雑 
音のかないデジタル機器をへッドホンで聞くときにはごま意く 
ださし、。 

0 

禁止 

通電中の AC パワーアダプター、充電中の電池や製品に 
長時間触れない。 

長時間皮膚び触れたままになっていると、低温やけどの原因と 
なることびあ0ます。 

0 

禁止 


電池についての安全上のごま意 

液漏れ•破裂•発熱•発火-誤飲による大けがや失明を避けるため！; TF のま意事項を 
必ずお守りください。 


電池の種類については、電池本体上の表示をご確認<ださい。 

種類によつては i 亥当しないま意事項ちあ0ます。 

充電式電池 ニカド (Ni-Cd)、 ニッケル水素 (Ni-MH)、 リチウムイオン (Li-ion) 
乾電池 アルカリ、マンガン 

ボタン型電池 U チウムなど 


拉危険 1 巧電式電池、巧電池、ボタン型電池び液漏れしたとを 

充電式電池、乾電池の液び漏れたときは素手で液をさわ5ない。 

液び本体内部に残ることびあるため、お客様ご相談センターまたはソニーサービス窓□にご 
相談 < ださい。 

液び目に入ったときは、失明の原因になることびあるので、目をこす5ず、すぐに水道水な 
どのきれいな水で充分洗い、ただちに医師に相談してください。 

液び身体やを服についたとさち、やけどやけびの原因になるので、すぐにされいな水で洗い 
流し、巧膚に炎症やけびの症状びあるときには医師に相談してください。 


应 i 危険 1 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて十と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法政がで充電しない。 

•バッテリーキャリングケースび付属されている場合は、必ずキャ U ングケースに入れて携帯、 
保管する。 

• 火の中に入れない。 

•ショートさせたり、分解、加熱しない。 

•コイン、キ ー 、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

•火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使用、保管、放置し 
ない。 

• 水などで請!5さない。風呂場などの湿気のをいところで使わない。 

• か装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の充電式電池!^:^がは使用しない。 

• 長時間使用しないときや、長時間 AC パワーアダプターで使用するときは取りはずず。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


A 警告 1 充電スタンドを付属している場合 

充電スタンドにコイン、キー、ネックレスなどの金属類を置かないでください。充電端子び金属につな 
びると、ショートし、発熱することびあります。 


めれた手で AC パワーアダプターをさわ5ない。 

感電の原因になることびあります。 



本体や AC パワーアダプターを巧団などでおおった状態 
で使わない。 

熱びこちってケースび変形した0、火災の原因になることがあ 
ります。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに触れない。 

感電の原因になります。 


絶巧に分解しない。 

レーヴー搭載機の場合、レーザー光び目に当たると危険です。 


滅 

分解禁止 


拉書告1 巧電お、ボタジ型電おについて 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届かないところに保管する。 

電池を巧み込んだとを 

窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談してくださし、。 

• 磯器の表示に含わせて十と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。 

•ショートさせたり、分解、加熱しない。 

•コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用しないとをや、 AC パワーアダプターで使巧すると 
きち取0はずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池を湿ぜて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


拉譬告1 か巧け巧電池ケースを付属している場合 

•外付け乾電池ケースち乾電池と同様に、コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携 
帯、保管しない。 


松注意 1 巧電お、ボタン型電池について 

•火のそばや直射曰光のあたるところ、炎天下の車中など、高温の場所で使用、保管、放置し 
ない。 

• 水などで請5さない。風呂場などの湿気のをいところで使わない。 

• が装のビニールチューブをはびしたり、傷つけない。 

• 指定された種類の電池がは使巧しない。 


お願い 


使巧済み充電式電池は責重な資源です。端子（金属部分）にテープを貼るなどの処理をして、 
充電式電池 U サイクル協力店にご持参ください。 


使用上の ご注意 お手入れ 


電源について 

•本機を長期間使巧しないときは、すべての電源 
をはずしておいてください。 


AC パワーアダプターについて 

•付属の AC パワーアダプターをご使用くださ 
し、。他の AC パワーアダプターを使巧すると、 
故障の原因となることびありまず。 


極性統一型プラグ 
UEITA 規格） 



• AC パワーアダプターは容易に手びとどくよう 
な電源コンセントに接続し、異常び生じた場合 
は速やかにコンセントから掠いてください。 

• AC パワーアダプターを本棚や組み込み式キヤ 
ビネットなどの狭い場所に設置しないでくださ 
い。 

•火災や感電の危険をさけるために、 AC パワー 
アダプターを水のかかる場所や湿気のある場所 
では使巧しないでください。また、 AC パワー 
アダプターの上に花瓶などの水の入ったちのを 
置かないで < ださい。 


キャビネットの巧れは 

柔らかい巧で乾ぶをします。巧れびひどいとを 
は、ラすい中性洗剤溶液をしめらせた巧でふい 
てください。 シンナー、 ベンジン、 アルコール 
などは表面の仕上げをいためますので使わない 
で < ださい。 


充電用端テのミちれは 

本体や充電スタンドの充電巧端子び巧れている 
と、充電で去なくなることびありまず。定期的 
に図のよラに本体と巧電スタンドの充電巧端子 
を綿棒や柔らかい布な どで きれいにしてくださ 
い。 


端子 



端子 



日本国内での充電式電池の廃棄につい 

鎮 

Ni-MH 

ニッケル水素電池は、 U サイクルでさます。不 
要になったニッケル水素電触ま、金属部にセ □ 

ノ '^ンテープなどの絶縁テープを貼って IJ サイク 
ル協力店へお持ちください。 

充電式電池の回収 • U サイクルおよび U サイクル 
協力店については社団法人電池工業含のホーム 
ぺージ http :// www . baj . or . jp / を参照してくだ 
さい。 

本機の取り扱いについて 

•ディスクテープルのレンズには指を軸れないで 
<ださい。また、ホコ1」びつかないよラに、 
ディスクの出し入れ U (列はふたを必ず開じてお 
いて < ださい。 

• 落としたり重いちのを乗せたりしないでくださ 
し、。本機に強いショックをちえたり、圧力をか 
けた0しないで < ださい。 

CD に傷びついたり、本機の故障の原因となる 
ことびお0ます。 

• なのよラな場所に置かないでください。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど 
温度び非常に高いところ。 

-ダッシュボードや炎天下で窓を閉め切った自 
動車内(特に夏季)。 

-磁石やスピーカー、テレビのすぐそばなど臟 
気を帯びたところ。 

-ホコ U のをいところ。 

-ぐらついた台の上や傾いたところ。 

-振動のをいところ。 

-風呂場など、湿気のをいところ。 

•ラジオやテレビの音に雑音び入るときは、本機 
の電源を切って、ラジオやテレビから離してく 
ださい。 

•ヘッドホン使用中、肌にをわないと感じたとき 
は早めに使用をやめて、医師またはお客様ごネ目 
談センターに相談してください。 

•イヤーピースのお手入れは、ヘッドホンからイ 
ヤーピースをはずし、薄めた中性洗剤で手洗い 
してください。洗浄後は、水気をよくふいてか 
5ご使巧 < ださい。 

.イヤーピースは長期の使用.保をにより劣化す 
る恐れびあります。 

•本機では円あディスクのみお使いいただけま 
す。円形(がの特殊なあ状(星型、八ート型、 
カード型など)をしたディスクを使用すると、 

本機の故障の原因となることびあります。 


故障かな？と思った6 

サービス窓□にご相談になる前にをラー度 

チェックしてみて<ださい。それでを具をび悪 

いとをはお客様ご相談センターまたはお買い上 

げ店、 ソニーサービス 窓□にご相談ください。 

CHARGE ランプび点滅して、演奏び 

始ま6ない。 

4 HOLD 状態になっている。 HOLD スイッチを 
矢印と反対の方向にスライドさせ、 HOLD 状 
態を辭除させてください。 

巧電が始ま S ない。 

4停止中に ■/ CHARGE ボタンを巧す。 

4リモコンの■ボタンを巧してしまった。本体の 
■/ CHARGE ボタンを押してください。 

充電できない。 

4充電スタンドの充電巧端デびミちれている。充電 
用端子を乾いた巧などでがく。 

4 CD を演奏している。演奏を止める。 

4外付け乾電油ケースをつないでいる。が付け乾 
電池ケースをはずして充電し直す。 

4充電スタンドに正しく置いていない。本体の ▼ 
と充電スタンドの▲を含わせて置き、 

CHARGE ランプび点灯するのを確認する。 

V 0 L + ボタンを繰り返し巧してち音 
量が上が6ない. 

4 AVLS スイッチを 「 NORM 」 に合わせる。 

4 UNE 0 UT (0 P " nCAL ) ジャックにヘッドホ 
ンをつないでいる。0ジャックにつないでくだ 
さい。 


巧証書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書が添付されていますので、 
お買い上げの際お受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保をしてください。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックをこの説明書 

ををラー度ご覧になってお調べください。 
それでも具合が悪いときはサービスへお客様 

ご相談センターまたはお買い上げ店、添付の「ソ 
ニーご相談窓□のご案内」にあるお近くのソニー 
サービス窓□にご相談ください。 

保証期間中の修理は保証書の記載内容に基づ 
いて修理させていただきます。詳しくは保証書 
をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は修理によって機能び 
維持でさる場合は、ご要望により有料修理させ 
ていただをまず。 

部品の保有期間について 
当社では、ポータブル CD プレーヤーの補修用性 
能部品(製品の機能を維持するために必要な部 
品)を、製造打ち切り後最低8年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理巧能の期間とさせ 
ていただをます。保有期間び経過した後ち、故 
障箇所によっては修理可能の場合びありますの 
で、お客様ご相談センターまたはお買い上げ 
店、 ソニーサービス 窓□にご相談ください。 


まな仕様 

型式 

コンパクトディスクデジタルオーディオシステ 
ム 

復号化 （ D / A ) 

1 bit クォーツ時間軸制御 

周放数特性* 

20 Hz 〜20 000 Hz +1/-2 d 巨 (LINE OUT ) 
* 電子情報技術産業協尝 （ J 曰 TA ) の規格によ 
る測定値です。 


出力端子（電源電圧 4.5 V 時） 

•ライン出力（ステレオ S ニジャック ） 1個 
最大出カレベル日.7 V 「 ms (47 kn ) 

推奨負荷インピーダンス 10 kQ じ(上 
• ヘッドホン出力（ステレオ S ニジャック ） 1個 
最大出カレベル日 mVV + 日 mW 
( JETIA /16 n ) 

推奨負荷インピーダンス16 0 
• 光デジタル出力（光 S ニジャック ） 1個 
最大出カレベル -21 〜 -1 日 dBm 
発光波長630〜690 nm 


電源 

• 充電式ニッケル水素電池 NH -10 WM 2 本（付 
属 ）： DC 1.2 VX 2 

• 充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM (別売 
0) : DC 1.2 VX 2 

• 単3お ( LR 6) アルカ U 乾電池2本（別売り）： 
DC 1.己 Vx 2 

• 列部電源ジャック：定格 DC 4.日 V 

AC パワーアダプター（付属）を接続して AC 
100 V 電源から使用可能 

本体寸法（幅 X 高さ X 奥行き） 

約13日. 2 x 2 日. 0 x ^35. 2 mm 
突起部含まず、奥行をは傾斜部含まず 

最大パお寸法（幅 X 高さ X 奥行さ） （ JEITA *) 

約13日. 2 x 2 日. 2 x 135. 2 mm 

質量 

本体：約201 g 

約247 g (充電式電池を含む） CJEITA *) 

動作温度 

己で〜3己で 

* 電子情報技術産業協含 （ J 曰 TA ) の測定方法 
に基づいています。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく 
変更することびありますび、ご了承ください。 

CE マークは、それび法的に強制されている国 
一 主として EEA (欧州経済地域）に加盟してい 
る国 一 でのみ有効です。 

製造年は本体のみたの内側に表示されていま 
す。 


付属品 

AC パワーアダプター （1) 

U モコン付さへッドホン （1) 

イヤーピース に丄サイズ） 

充電スタンド （1) 

充電式電池 （2) 

バッテ U —キヤ U ングケース （1) 

外付け乾電池ケース （1) 

キヤ IJ ングポーチ （1) 

取扱説明書 （1) 

保記書 （1) 

ソニーご相談窓口のご案内 （1) 

キヤリング ポーチに ついて 

付属のキヤ U ングポーチを使ラと、本体と外付 
け乾電池ケースび一体で収納でき、持ち運びに 
便利です。絵のよラに収納することをおすすめ 
しまず。 



海夕お使いになるときは 

付属の AC パワーアダプターは、国内にて 
AC 100 V 、 日0/6日 Hz の範囲でお使いいただけま 
す。 

本機を海外でお使いになるとさは、使用する地 
域の電圧-電源コンセントの形状を確認のラ 
え、対応する AC パワーアダプターをお使いくだ 
さい。 

海がで使用でさる AC パワーアダプターを国内で 
おホめになる場合、をくの地域の電圧に対応す 
る rAC - E 4 日 A 」（ AC 1 日日 V 〜24日 V 、日0/6日 Hz 
の範囲で使用可能)をおすすめいたします。 

各国-各地域の電源コンセントの形状や電圧な 
どの詳しい電源事情は、旅行代理店などでお確 
かめ < ださい。 


お問い合わせ先について 

本機についてご不明な点や技術的なご質問、故 
障と思われるとさのご相談については、下記ま 
でお知らせ < ださい。 

•本機の商品カテゴリーは [オーディオ]一 
[ウオークマン]です。 

•お問いをわせの隙は、：欠のことをお知らせくだ 
さい。 

—型名 

—ご相談内容：できるだけ詳しく 
—お買い上げ年月日 


♦ http :// www . sony . co . jp / SonyDrive / 
お客様ご相談センター 

♦ナビダイヤル . SS 0 己 70-00-33 11 

(全国どこからでち市の通話料でご利用いただけます） 

•携帯電話 - PHS でのご利用は 03-5448-3311 

(ナビダイヤルがご利用できない場合はこちらをご利巧ください） 

• FAX . 04色 6-31-2 己9己 

受付時間：月〜金目:日日〜20:日日± ■曰-祝日9:日日〜17:日日 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 


ソニー株式会社干 141-0001 東京都品川因ヒ品川 6-7-35 





























































































